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【研究概要】 

本研究の目的は、同性愛者に焦点を当て、彼ら彼女らのパートナーとの関係や家族観に

ついて調査することである。2015 年に東京都渋谷区が日本で最初のパートナーシップ条例

を制定し、その後 5 自治体（世田谷区、西宮市、伊賀市、札幌市、那覇市））が同性パート

ナーシップ要綱を定めた。こうした自治体によって公認されるパートナーシップは、婚姻

に準ずるもの、すなわち継続的に独占的な愛情および性的関係性を結ぶということが前提

となっている。しかしながら、同性愛者のパートナーとの関係のあり方の中で、こうした

関係性を望む人は少数派であるという見方もある。本研究は、同性愛者のパートナーとの

関係についての考え方や実践を理解し、その上で、上記のようなパートナーシップ条例や

公的認知が前提とするパートナーとの関係性をクリティカルに検討したい。また、こうし

たパートナーシップ条例・要綱により、一人の人と継続的独占的な愛情・性的関係を結ぶ

以外の関係性を持つ同性カップルが社会において排除される危険性についてもみていきた

い。 

 日本における同性愛者のパートナーシップについての本格的な研究は緒についたところ

であり、まだ十分な調査がなされているとは言えない状況である。本研究は、この分野に

おける研究蓄積に貢献するとともに、異性愛者も含めた家族の多様性について理解を深め

ることをめざしている。 

 

  



【研究成果】 

本研究では、同性パートナーシップ条例あるいは要綱を制定した自治体（東京都渋谷区・

世田谷区、西宮市、伊賀市、札幌市、那覇市）について、議会および委員会の議事録から

同性パートナーシップ制度に関する情報を収集し、自治体職員への聞き取り調査を実施し

た。また、同性愛者を対象とした聞き取り調査も行った。その結果は、以下のように要約

できる。 

 (1)パートナーシップ条例・要綱の導入の契機 

パートナーシップ条例・要綱導入の契機は一様ではなく、同性愛者の住民による積極的

な働きかけ（札幌市）、同性婚の法制化を求める議員による推進（世田谷区）、人権尊重の

観点からの自治体（行政）主導（渋谷区、那覇市）のほか、先進的イメージを打ち出すこ

とを目的とした首長による推進（伊賀市、宝塚市）が見られた。 

(2)同性パートナーシップ制度導入への市民の反応 

 面談した自治体職員によると、制度導入を公表した直後には、多くのテレビ・新聞など

のメディアから取材を受け、肯定的に報道された。しかし、電話・ファックスを通じて寄

せられた個人からの意見は、否定的なものが多かった。これらの批判的な意見の表明は、

数ヶ月後にはほぼなくなった。 

(3)同性パートナーシップの認定件数 

各自治体から聞き取り調査で得られた情報に基づくと、2018 年 1 月 19 日までに、少な

くとも 132 組の同性カップルが自治体によるパートナーシップの認定を受けている。新規

の申し込み件数は、制度導入後時間が経つにつれて減少していった。登録者（あるいは宣

誓者）のほとんどは制度導入前から在住する住民であり、この制度の導入によって他地域

から多数の同性愛者がその自治体に引き寄せられたという事例数は極めて限られていた。 

(4)同性パートナーシップについての同性愛者の意見 

面談した同性愛者 11 人のほとんどが、日本の自治体が実践する同性パートナーシップに

対して懐疑的であった。その理由として、認定を通じてセクシュアリティが公になる可能

性、登録にかかる費用の高さと実質的なメリットの見えづらさ、同制度にあるパートナー

以外との性的関係の否定が挙げられた。このように、現行の同性パートナーシップ制度に

ついては否定的な見方を持つ一方で、同性婚の法制化については配偶者として享受できる

権利が多いという理由により賛成する人が多数を占めた。しかし、子供についてみると、

血縁のある子供を持つための労力と経済的負担が必ずしも婚姻によって軽減されるわけで

はないという認識があり、実子を持つことへの婚姻の影響はそれほど大きくないと考えら

れる。 
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